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令和７年度 高岡市防災会議 議事録 

日 時 令和８年３月 23 日（月） 15:00～16:15 

場 所 高岡市役所８階 802 会議室 

出席者 
高岡市防災会議会長 出町市長 

高岡市防災会議委員 36 名 

高岡市災害対策本部事務局（総務部長、総務部次長、危機管理課職員） 

議 事 １ 開会 

・配布資料の確認【事務局】 

 

２ 会長挨拶【出町市長】 

近年、全国各地で災害が激甚化・頻発化しており、深刻な災害を目の当たりにする

ことが多々ある。本市においても、令和６年能登半島地震や昨年８月の大雨災害等、

災害と日常的に向き合う機会が多く、災害が起きた時の対応や避難所運営等を学ばせ

ていただく機会となった。 

本日は、地域防災計画と国土強靭化地域計画の２つの計画をご審議いただく。頻発

化する災害を踏まえ、市民がより安全・安心に暮らせるよう改定していきたい。また、

市民が安心して過ごせる環境を整えるため、関係機関や市民が一体となって災害対応

力を高めていきたい。 

委員の皆様の専門的な知見を踏まえ、事前にいただいたご意見をもとに改善したの

で、ご確認いただきたい。 

 

３ 議事 

 

【事務局】 

⑴ 高岡市地域防災計画の改定について（資料 No.1）  

 

・質疑応答 

 改定案に関する質問なし 

 

【出町市長】 

原案に異議はないか。 

（委員の異議なし） 

異議なしと認め、原案のとおりとする。 

 

【事務局】 

 ⑵ 高岡市国土強靭化地域計画の改定について（資料 No.2） 

 

・質疑応答 

【北陸電力（株）高岡支店 茶谷支店長】 

再生可能エネルギーに関して、事前にご意見を提出させていただいた。再生可能エ

ネルギー活用の好事例として、珠洲市が市庁舎に太陽光パネルと蓄電池を設置してい

たおかげで、能登半島地震で電力が届かない状態においても、災害対策本部の機能は

維持できた、ということがあった。 

発災時、スマートフォンから得られる情報は大変役に立つし、能登半島地震時にも

避難所でスマートフォンの電源が確保できなかったという話もあったと聞く。 

コストのかかることではあるが、行政庁舎以外の施設や避難所等においても電源の

確保が必要であろう。 
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⇒避難所すべてに非常発電設備等を整備することは難しいが、災害時における電気自

動車の活用に関する協定を締結するなど、ソフト面での対応も進めてまいりたい。 

 

 

【富山県防災士会 吉澤理事長】 

重要業績評価指標に関して。地区防災計画の策定推進及び届出避難所の登録推進と

いった指標が考えられるが、現時点で具体的な目標数値があればご教示いただきた

い。併せて、令和７年度時点での実績値についても教えていただきたい。 

 

⇒評価指標として設定しているのは、地区防災計画の策定数のみである。 

地区防災計画は、36 連合自治会を対象として策定を進めており、５地区が策定済

となっている。令和 13年度末時点に全 36 地区策定を目標としている。 

届出避難所は現状 18 か所登録がある。ほとんどが自治会公民館で、１か所のみが

民間施設である。 

 

 

４ その他 

【富山地方気象台 木瀬水害対策気象官】新たな防災気象情報についての説明 

 

 

５ 閉会 

 

 

 


